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一

れ
ば
「
し
み
収
集
員
の
感
染
リ
ス
ク
窒
晶
め
る
。
影
響
が

大
き
く
な
る
と
、
収
集
事
業
そ
の
も
の
に
支
障
を
来
す

恐
れ
も
あ
る
。

（
稲
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太
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の
約
三
百
七
十
五
万
人
が
住
む
横
浜

市
の
一
～
十
八
日
の
量
は
、
前
年
同

期
比
1
2
・
6
％
増
え
て
い
る
。
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七
日
に
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
二
十

一
日
か
ら
業
務
を
停
止
。
そ
の
後
、

感
染
者
は
十
三
人
に
増
え
、
約
五
十

人
の
職
員
が
自
宅
待
機
し
て
い
る
。

ど
し
て
地
域
の
衛
生
状
態
は
悪
化
す

る
。
「
し
み
を
出
す
際
の
ル
ー
ル
を
徹

底
し
て
守
る
必
要
が
あ
る
」
と
強
調

した。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
通
過
す

る
医
療
現
場
。
感
染
症
病
床
な
ど
が
足
り
な
い
背

景
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
か
、
医
療
費
抑
制
の
た

め
に
ベ
ッ
ド
数
を
削
減
す
る
「
地
域
医
療
構
想
」

だ
。
国
が
昨
秋
、
対
象
の
医
療
機
関
名
を
公
表
し

た
際
に
は
、
地
元
か
ら
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
今
も
取
り
下
げ
ら
れ
て
は
い

な
い
。
「
医
療
崩
壊
」
が
懸
念
さ
れ
る
裏
に
、
市

場
原
理
優
先
で
弱
め
ら
れ
て
き
た
医
療
体
制
が
あ

る
の
か
。
　
　
（
石
井
絶
代
美
、
中
沢
佳
子
）

「
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応

で
、
余
力
が
な
い
ぎ
り
ぎ
り
の

状
態
。
ベ
ッ
ド
数
が
余
っ
て
い

る
な
ん
て
こ
と
は
全
く
あ
り
ま

せん」千
葉
市
立
青
葉
病
院
の
岡
崎

太
郎
事
務
長
が
、
病
院
の
現
状

を
語
る
。
昨
年
九
月
、
厚
生
労

働
省
の
「
地
域
医
療
構
想
」

で
、
ベ
ッ
ド
数
削
減
の
た
め
の

再
編
・
統
合
が
必
要
な
全
国
約

四
百
二
十
医
療
機
関
の
一
つ
と

し
て
公
表
さ
れ
た
。

青
葉
病
院
は
千
葉
県
内
に
十

一
あ
る
「
感
染
症
指
定
医
療
機

関
」
の
一
つ
だ
。
約
四
百
床
の

う
ち
感
染
症
患
者
用
の
ベ
ッ
ド

は
六
床
。
気
圧
を
低
く
し
、
ウ

イ
ル
ス
が
外
部
に
漏
れ
出
さ
な

い
よ
う
に
す
る
陰
圧
室
だ
が
、

岡
崎
氏
は
「
そ
れ
だ
け
で
は
足

り
ず
、
一
般
病
床
も
コ
ロ
ナ
患

者
が
使
用
し
て
い
る
。
院
内
感

染
し
な
い
よ
う
、
他
の
病
気
の

患
者
が
い
る
病
棟
と
は
別
の
建

物
に
設
け
ま
し
た
」
と
説
明
す

る。
感
染
症
病
棟
の
医
師
は
疲
労

困
鰻
と
い
う
。
来
院
者
全
員
に

検
温
と
問
診
を
実
施
し
て
お

り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
看
護
師

も
要
る
。
そ
れ
で
も
「
う
ち
の

病
院
が
な
け
れ
ば
、
地
域
全
体

が
困
っ
て
し
ま
う
」
と
話
す
。

埼
玉
県
の
感
染
症
指
定
医
療

機
関
の
東
松
山
市
立
市
民
病
院

も
、
昨
秋
に
名
指
し
さ
れ
た
医

療
機
関
。
常
勤
の
内
科
医
は
二

人
だ
け
で
、
外
科
系
の
医
師
ら

が
コ
ロ
ナ
対
応
の
応
援
に
入

る
。
野
地
一
彦
事
務
次
長
は

「
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
対
応
に
当

た
っ
て
い
る
。
院
内
感
染
の
可

能
性
を
心
配
し
、
他
の
患
者
の

手
術
を
先
延
ば
し
に
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
」
と
明
か
す
。

厚
労
省
が
病
院
名
を
公
表
し

た
理
由
は
、
が
ん
や
救
急
医
療

な
ど
九
項
目
の
診
療
実
績
が
少

な
い
こ
と
や
、
近
く
に
競
合
す

る
病
院
が
あ
る
こ
と
な
ど
。
ベ

ッ
ド
数
が
多
い
と
医
療
費
も
膨

張
す
る
た
め
、
削
減
で
医
療
費

を
抑
制
す
る
こ
と
を
狙
う
。
団

塊
の
世
代
が
七
十
五
歳
に
な
る

二
〇
二
五
年
に
医
療
費
が
最
大

に
な
る
と
し
、
そ
れ
ま
で
に
全

国
約
百
二
十
四
万
六
千
床
の
ベ

ッ
ド
数
（
二
〇
一
八
年
現
在
）

を
約
百
十
九
万
一
千
床
に
減
ら

病
床
逼
迫
政
策
の
「
ツ
ケ
」

す
方
針
を
掲
げ
る
。

感
染
症
用
の
病
床
は
元
々
数

が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
削
減

の
対
象
外
だ
が
、
急
性
期
や
慢

性
期
の
患
者
用
の
一
般
病
床
な

ど
を
減
ら
す
。
各
地
で
「
地
元

の
病
院
か
ら
急
性
期
病
床
が
な

く
な
る
」
な
ど
と
反
対
の
声
が

上
が
っ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
発

生
し
た
の
が
新
型
コ
ロ
ナ
。
青

葉
病
院
の
よ
う
に
、
感
染
症
が

拡
大
す
れ
ば
一
般
病
床
も
必
要

に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た。
都
道
府
県
は
ベ
ッ
ド
削
減
の

具
体
的
な
方
針
を
三
月
末
ま
で

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
が
、
厚
労
省
は
三
月
四
日
付

で
期
限
の
引
き
延
ば
し
を
通

知
。
た
だ
、
同
月
二
十
七
日
の

国
会
で
共
産
党
の
田
村
智
子
氏

が
「
構
想
」
撤
回
を
迫
っ
た
の

に
対
し
、
加
藤
勝
信
厚
労
相
は

「
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
体
制

を
取
っ
て
お
く
こ
と
は
必
要
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
並
行
し
て
将
来

に
向
け
た
対
策
も
考
え
る
の
は

当
然
だ
」
と
拒
否
し
た
。

取
材
に
対
し
、
同
省
地
域
医

癒
計
画
課
の
奥
野
暫
朗
課
長
補

佐
は
「
先
が
読
め
な
い
状
況
な

の
で
期
限
を
延
ば
し
た
。
計
画

を
ス
ト
ッ
プ
す
る
の
か
、
そ
の

ま
ま
い
く
の
か
も
含
め
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
話

す。
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病床　2月　福井市で福井県立病院の第一種感染症病床＝2月、福井市で 
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ロ
ナ
禍
で
表
面
化

医
療
体
制
の
弱
体
化
は
最
近

始
ま
っ
た
話
で
は
な
い
。

東
北
福
祉
大
の
佐
藤
英
仁
准

教
授
（
医
療
経
済
学
・
社
会
統

計
）
は
二
九
八
〇
年
代
か

ら
、
医
療
費
抑
制
を
優
先
し
て

医
師
の
数
を
抑
制
し
、
予
見
し

て
い
た
高
齢
化
社
会
に
も
そ
ぐ

わ
な
い
方
策
を
と
り
続
け
て
い

た
」
と
解
説
す
る
。

七
〇
年
代
は
医
療
ニ
ー
ズ
の

拡
大
を
踏
ま
え
て
各
都
道
府
県

に
一
つ
以
上
の
医
学
部
を
設
け

る
政
策
が
と
ら
れ
、
医
学
部
入

学
定
員
も
増
加
し
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
八
二
年
、
医
師
が
過
剰

に
な
ら
な
い
よ
う
抑
制
す
る
方

向
に
転
換
し
た
。
「
医
師
が
増

え
る
と
医
療
費
も
増
え
、
国
の

財
政
が
厳
し
く
な
る
た
め
だ
」

し
か
し
、
佐
藤
氏
は
、
不
採

算
部
門
の
切
り
捨
て
を
求
め
ら

れ
る
企
業
と
同
じ
論
理
を
医
療

に
当
て
は
め
て
き
た
政
治
を
疑

問
視
す
る
。
小
泉
純
一
郎
政
権

（
二
〇
〇
一
～
〇
六
年
）
の
構

造
改
革
で
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
を

二
割
か
ら
三
割
へ
引
き
上
げ

た
。
医
療
機
関
に
支
払
わ
れ
る

診
療
報
酬
は
2
・
7
％
引
き
下

げ
、
う
ち
医
師
の
医
療
行
為
に

対
す
る
「
本
体
」
は
1
・
3
％

減
と
初
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
に
。

そ
の
流
れ
は
安
倍
政
権
に
受
け

継
が
れ
、
昨
年
の
経
済
財
政
諮

問
会
議
で
病
院
再
編
な
ど
が
掲

げ
ら
れ
た
。

そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の

今
、
受
け
入
れ
病
床
が
通
過
し

て
い
る
。
佐
藤
氏
は
「
医
療
費

抑
制
を
優
先
し
、
赤
字
と
さ
れ

る
病
院
や
診
療
科
の
統
廃
合
を

求
め
続
け
て
き
た
。
そ
の
ツ
ケ

が
回
っ
て
き
た
」
と
み
る
。

「
不
採
算
と
さ
れ
る
感
染
症
病

床
の
九
割
近
く
を
公
立
や
公
的

病
院
が
担
っ
て
い
る
。
医
療
は

利
益
を
出
す
こ
と
を
優
先
す
る

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
そ
ぐ
わ
な

い」
確
か
に
ベ
ッ
ド
数
だ
け
み
れ

ば
、
日
本
は
世
界
の
中
で
か
な

り
多
い
。
経
済
協
力
開
発
機
構

（
O
E
C
D
）
の
デ
ー
タ
で
人

日
干
人
当
た
り
の
病
床
数
を
見

る
と
、
日
本
は
最
多
の
三
一
・

一
床
で
、
各
国
平
均
の
四
・
七

床
を
大
き
く
上
回
る
。

だ
が
、
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
油
井
香
代
子
さ
ん
は
「
内

訳
を
見
る
と
、
一
般
病
床
や
精

神
病
床
が
多
い
の
に
対
し
、
感

染
症
病
床
は
ご
く
わ
ず
か
だ
」

と
指
摘
す
る
。
厚
労
省
の
調
査

で
、
一
八
年
の
精
神
病
床
な
ど

も
含
む
約
百
六
十
四
万
病
床
の

う
ち
、
一
般
病
床
5
7
・
6
％
、

精
神
病
床
2
1
・
3
％
に
対
し
、

感
染
症
病
床
は
0
・
1
％
だ
。

油
井
氏
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
問

題
で
は
病
床
だ
け
で
な
く
、
感

染
症
に
対
応
で
き
る
医
師
、
看

護
師
、
検
査
技
師
の
不
足
も
深

刻
。
平
時
は
重
視
さ
れ
な
い
感

染
症
や
救
急
の
医
療
の
重
み
を

顧
み
ず
に
き
た
か
ら
だ
」
と
語

る
。
実
際
、
人
口
千
人
当
た
り

の
病
床
が
日
本
よ
り
少
な
く
、

医
師
も
日
本
と
同
程
度
の
米
国

や
英
国
で
は
、
感
染
拡
大
に
対

応
し
き
れ
ず
医
療
崩
壊
状
態
に

陥
っ
て
い
る
。

厚
労
省
の
調
査
で
も
、
感
染

症
病
床
は
一
九
九
五
年
の
九
千

九
百
七
十
四
床
か
ら
、
一
八
年

は
一
千
八
百
八
十
二
床
ま
で
減

少
し
て
い
る
。
医
療
関
係
者
が

加
入
す
る
日
本
医
療
労
働
組
合

連
合
会
（
医
労
連
）
の
森
田
進

書
記
長
は
「
不
測
の
事
態
に
対

応
で
き
な
い
。
今
は
ぎ
り
ぎ
り

の
状
態
だ
。
感
染
症
は
突
然
発

生
す
る
。
普
段
は
稼
嘲
率
が
低

く
て
も
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

使
え
る
こ
と
が
重
要
。
医
療
費

抑
制
や
効
率
ば
か
り
追
求
し
て

い
た
ら
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
」

と
危
機
感
を
募
ら
せ
る
。

医
労
連
は
今
月
七
日
、
安
倍

章
二
首
相
と
加
藤
厚
労
相
に
医

癒
崩
壊
へ
の
対
策
を
求
め
る
要

請
書
を
提
出
し
た
。
公
立
・
公

的
病
院
の
再
編
統
合
計
画
を
中

止
し
、
感
染
症
病
床
を
含
め
、

必
要
な
病
床
の
確
保
を
国
の
責

任
で
行
う
よ
う
訴
え
た
。
森
田

氏
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
で
病
床
が

－
ム
ー
用
二
的
‖
棚
引
－
確
〃
時
間
閥
蛇
鵡
川
周
〇
二
憾

－
誰
二
様
鵠
澄
識
畿
※
瀦
二
憾

醗
繊
醜
醗
讃
撥
繰
離
鶴

足
り
な
い
一
因
は
、
感
染
症
病

床
を
大
幅
に
減
ら
し
て
き
た
た

め
だ
」
と
断
言
す
る
。

す
ぐ
に
病
床
や
医
療
人
材
を

増
や
す
の
が
難
し
い
中
、
ど
う

す
べ
き
か
。
森
田
氏
は
「
検
査

体
制
を
充
実
さ
せ
て
重
症
者
と

軽
症
者
の
振
り
分
け
を
早
急
に

進
め
、
軽
症
者
を
専
用
隔
離
施

設
に
移
す
。
そ
し
て
、
現
状

で
数
に
限
り
の
あ
る
感
染
症
病

床
は
重
症
者
の
た
め
に
振
り

向
け
な
く
て
は
」
と
提
案
す

る。

「
い
ざ
と
い
う
時
使
え
る
こ
と
重
要
」
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